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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• ARソリューション 
 
AR（Augmented Reality）とは？ 
デジタル技術で現実を拡張し、生活者への体験価値を向
上させる手法 
 
拡張現実はバーチャルリアリティ（VR）のバリエーションの
ひとつであり、その時周囲を取り巻く情報環境に情報を付
加・削除・強調・減衰させ、文字通り人間から見た現実世
界を拡張するものを指す 
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出典：Ronald T. Azuma, A Survey of Augmented Reality, Teleoperators and Virtual Environments 6, 4 (1997) 



①東京を訪れる人の利便性の向上 

• ARソリューション 
 

ポスターやパンフレットにARを仕掛け、多言語（英語・中国
語・韓国語・ドイツ語・フランス語等）をスピーディにセレクト。 

観光情報などは、多言語音声付き映像やテロップ付き映
像で見られる。 

画像は3D、360度対応も可能。また、ナビゲーションシステ
ムも構築できる。 

効果測定機能を付けることができ、ポスターに仕掛けたAR
を活用した件数のデータを取ることも可能。 
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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• ARソリューション 
 情報をテキストで表示 

 情報を音声で再生 
瞬時に多言語化が可能 

 

アプリをダウンロードし、バス停、車両、ポスター、パン
フレットなどにスマホをかざすだけで、紹介コメントや運
行状況、乗車・支払方法、マナー等を多言語で表示。 
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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• バス停留所×AR 

問い合わせ先 

乗車方法表示 

運行情報 
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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• バス×AR 

運賃表示 

特設ページへの誘導 
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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• 駅構内×AR 

スタンプラリー 

マナー向上動画配信 
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①東京を訪れる人の利便性の向上 

• ARソリューション 
＜現状＞ 

観光案内のポスターやパンフレットは多言語対応が出来
ていない為、各国の言語に対応するには複数の種類が 
必要。 
＜今後＞ 
ARソリューションを導入し、旅行者がスマホを使用すること
で、１つのポスターやパンフレットで、多言語対応が可能。 
 

訪日旅行者の利便性が向上。紙や印刷費用など経費
の削減。 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 自動運転バスの導入 
 

出典：東京国際空港ターミナル株式会社 ＜2016年5月9日 現在＞ 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 自動運転バスの導入 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 自動運転バスの導入 
＜現状＞ 

すでにスイスやオランダやシンガポールでは、公道を使用
した実証実験を行っている。 
 
＜今後＞ 

長崎ハウステンボスでも、今年中にパーク内で実証実験
を行う。 
 

ロボット化やＡＩの活用は、人手不足と生産性向上を両立
させる有力な手段である。 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 欧米路線枠の拡充 
 

出典：東京国際空港ターミナル株式会社 ＜2016年5月9日 現在＞ 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 欧米路線枠の拡充 
＜ヨーロッパ＞ 4路線12枠⇒変更なし 
ロンドン、フランクフルト、ミュンヘン、パリ 
 

＜アメリカ＞ 3路線8枠⇒8路線12枠（申請中） 
ロサンゼルス、サンフランシスコ、ホノルル、 
ダラス、ミネアポリス、アトランタ、 
コナ、ニューヨーク 

出典：東京国際空港ターミナル株式会社 
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②羽田空港の更なる機能強化と国際化 

• 欧米路線枠の拡充 
＜現状＞ 

韓国、中国、台湾などアジアの国々からの旅行者が大半
を占めている。 
＜今後＞ 

滞在期間が長く、消費額の高い欧米諸国の旅行者を増や
すべきである。 
 

長期滞在をするため、日本各地の周遊が見込める。また、
ラグジュアリーブランドを構築し、需要を取り込むことで、
無理なく消費額の拡大を図る。 
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